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ウニ 卵に対する異種精子 の結合と進入

長内健治，経塚啓一郎 （東北大 ・理 ・臨海）

Attachment　 and 　perletration　of 　 heterQbgous

spermatozoa 　tQ　sea 　urchin 　 eggs

KENzI 　OsANAI ，
　 KEI一正CHIRO 　 KYOZUKA

　ウ ニ 未受精卵を タ ン パ ク 分解酵素や DTT で 前処

理 して か ら異種 の ウ ニ 精子で 媒精す る と交雑受精が

促進さ れ る の で ，異種精子 の 拒否機構は卵黄膜 に 存

在 し，卵原形質膜 に は 存在 しな い か ．在 っ て も弱 い

もの と考えられ て い る。タ ソ パ ク分解酵素 で 卵黄膜

を除去 ま た は破壊 され た 卵 の 同 種 お よ び 異種精子 に

よ る受精率は，一般 に，正常 な受精に 比 べ て 低 い 。

パ フ ソ ウ ニ 卵を パ ソ ク レ ア チ ソ 処理 （0．01％海水溶

液で 10分間） した の ち ッ ガ ル ウ ニ 卵海水 で 処 理 した

ツ ガル ウ ニ 精子を媒精 した と こ ろ 交雑受精率が 90％

以上 に 高 ま っ た 。こ の 場 合精子 は 先端 か ら卵 に 進入

する。こ の 結果 は タ ソ パ ク 分解酵素処 理 卵 の 受精能

低下 は 卵表に お け る 先体反応誘起活性 の 低下 に 起因

す る可能性を示唆す る 。な お，卵 黄 膜 を 有す る 卵 に

卵海水処理精子を媒縞 し て も交雑受精 は 促進 され な

い 。

　脱 ゼ リ
ーま た は パ ソ ク レ ア チ ン 処 理 した パ フ ソ ウ

ニ 卵 に ヒ ト デ精子 を媒精す る と極 く少数の 精子 しか

卵表に 付着出来な い 。 卵海水処理 した 精子を 媒精す

る と卵黄膜 の 有無 に か か わ らず多数の 精子 が 卵表 に

付着す る が，大部分 の 卵 は 受精 の 徴候 を 示 さない 。

卵黄膜を 有す る卵で は精子 は 卵表に 留ま り．卵 へ 進

入 出来な い 。パ ソ ク レ ア チ ソ 処 理 卵 の 卵表で は 精子

は 頭側 ま た は 頭基 部 か ら卵 へ 入 り．ブ リ ス タ ー状 の

細胞質の 突起 が 見 られ る が，精子 の 先体膜お よび表

面膜 と卵原形質と の 融合 は 認 め られ な か っ た 。 こ の

よ うな卵 で も表層変化や活性 化 の 徴 候は 見 られな

い
。

こ の 結果か らパ フ ン ウ ニ 卵原形質膜に は ヒ F デ

精子 との 膜融合を妨げ る機搆がある と判断 さ れ る 。
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受精生成物 の 卵 と 精子に及ぼす受精阻害効果に つ い

て
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　ゼ リ
ー
層除去 した パ フ ソ ウ ニ ，ム ラ サ キ ウ ニ 未受

精卵 か ら媒精後．放 出 さ れ る受精生成物（fertiliza−

tion　 products）中に卵 の 受緕能 と，運動能 をな く

す こ と な く精子 の 受精能を阻害す る物質が見出 され

た。また 酪酸 に よ る人 工 付活で 得 た受精生成物と ト

リ プシ ン 処理 （0．Ol％，30分間）した 未受精卵 か ら

の 受精生成物中 に も卵 の 受精能 と精子 の 受精能を阻

害す る物質 が 存在 した 。こ れらの うち特 に 精子の 受

精能 を 阻害す る 物質の 性質を ム ラ サ キ ウ ニ を 用 い て

調 べ た 。 精子 の 受精能 の 阻害に は ，媒精e 用 い る 卵

の ゼ リ
ー層の 有無 は 関係 な か っ た。こ の 精子受精能

阻害物質に は精子先体反応誘発作用 は な い し．精子

凝集作用 もない 。さ らec こ の 物質lt　IOO，
　OOO　9　，60分

の 上清 に 存在 し ， 熱 に 安定 で あ り，0．02M 酢酸緩衝

液 （pH5 ．5）中，暗所下 で 過 ヨ ウ 素酸 （最終濃度 25

mM ） で 25℃， 6 時間処理 に よ り活性 を完全 に な く

す 。

一
方 ト リ プ シ ソ （2 × crysL 最終濃度 0，14 ％）

で 37℃ ．8 時 間 の 処理 で も活性は 残 る。以 上 の こ と

か ら受精生成物中 の 精子受精能阻害物質の 活性部位

は 糖 よ り成 る こ とが 推定 さ れ る。受精生成物 ．0．3

ml （乾燥重量 5mg ／m の と2．5x109 個 の 精子 を 室

温で 30分反応後． 15，000Lp ．m ．
， 30S の 遠心 に よ り

精子を 完全 に 除去 し．上 清 の 活性 を し らべ た とこ ろ

上清 に は 活性 が 見出 さ れ な か っ た。また吸収 に 用い

る精子 を 5％ホ ル マ リ ソ で 固定 した精子に して も結

果は 同 じで あ っ た 。
こ の こ と か ら阻害物質 は 精 子 と

結合 して．精于 の 受精能 を 阻害す る こ とが 示唆 され

る 。 な お こ の 精子 受精能阻害物質 に は 精 子 の 先体反

応揮 制作用と先体反応 した精于 の 受精能阻害効果 が

あ る か ど うか に つ い て は 検討中 で ある 。
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